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表1

保険料（年額）
上限50万円

＝ ＋
均等割額
39,860円

所得
割額

平成19年中の
総所得金額等

－基礎控除額
（33万円）

×所得割率
（7.45％）

※土地建物等の譲渡所得や確定申告した
　　株式譲渡所得が含まれます
※青色専従者給与等控除が適用されます

平成20年度保険料の算定方法表3

●所得の低い方は保険料の「均等割額」が世帯の所得により、
　　7割、5割、2割軽減されます。

被保険者本人と世帯主および同じ世帯の他の被保険者の総所得金額等

33万円を超えない世帯

33万円＋24.5万円×世帯の被保険者数（被保険者である世帯主は除く）
を超えない世帯

33万円＋35万円×被保険者数を超えない世帯

※軽減判定の対象となる総所得金額等の算定では、基礎控除（33万円）の控除はありません
※65歳以上の方にかかる税法上の公的年金等控除を受けている方は、年金所得から15万円
　　を控除した額で判定します

軽減割合

7割

5割

2割

（注）政府管掌保険や企業の健康保険、公務員の共済組合等、いわゆる「サラリーマン」の
　　健康保険であり、国民健康保険は該当しません。

●対象

低所得者世帯に対する軽減

被用者保険の被扶養者だった方に対する軽減

　　75歳以上の方（一定の障害
があり、認定を受けた65歳以上
の方を含む）で、後期高齢者医
療の被保険者になる前日（平成
20年3月31日または75歳の誕生
日の前日）において、被用者保
険（注）の被扶養者となってい
る方

　　後期高齢者医療制度に加入後2年間は、所
得割額が課されず、均等割額が5割軽減されま
す。また、平成20年度の特別措置として、平成
20年4月から9月までは、保険料の負担はあり
ません。10月から21年3月までは保険料の9割
が軽減されます。

　　この措置は、被用者保険からの情報を元に
適用しますので、情報提供が遅れた場合、当面
の保険料は納付書で納付してください。なお、
その期間に生じた差額は、後日還付します。

表４
＊これまでの老人保健制度と
　同様の給付が受けられます

○療養の給付（病気やけがの治療を受けたとき）

○入院時食事療養費（入院したときの食事代）

○入院時生活療養費（療養病床に入院したときの食事代・居住費）

○保険外併用療養費（差額を負担して医療を受けたとき）

○療養費

○訪問看護療養費（訪問看護サービスを受けたとき）

○移送費（緊急の入院や転院で移送が必要になったとき）

○高額療養費（１カ月に払った自己負担額が一定額を超えたとき）

○葬祭費 （被保険者が死亡したときに、葬祭を行った方に対して支給されます）

○特別療養費

※いずれも申請は市役所へ。後日、広域連合から支給決定通知書が発送されます。

〔平成20年4月から新設される給付「高額介護合算療養費」〕

　高額な自己負担を軽減するため、医療保険と介護保険の自己負担額を合算した
　年間の合計額が、一定額を超える場合に「高額介護合算療養費」が支給されます。

後期高齢者医療で受けられる給付

4

65

74
4

75

4235

4
5
9
5

045

440

6
7
0
0

表2

7月中旬に市から送付する納付書で、年間9回の納付期限までに納めます。

○対象…老齢・退職（基礎）年金、遺族年金、障害年金が、年額18万円未満の方

保険料の納付は簡単便利な口座振替で！

○対象…老齢・退職（基礎）年金、遺族年金、障害年金が、年額18万円以上の方

※介護保険料との合計額が年金の2分の1を超える場合は天引きされません。
※複数の年金を受け取っている場合は、合算ではなく優先される年金が対象と
　なります。
※平成20年４月から対象となった方には、特別徴収開始通知を4月上旬に送付
　しています。

年金から天引き（特別徴収）

納付書で納付（普通徴収）

   年6回の年金の定期支払いの際に、年金の受給額から保険料があらかじめ差
し引かれます。前年の所得が確定していない4月・6月・8月は、仮に算定した
保険料額が天引きされ（仮徴収）、前年の所得が確定した後は、年間の保険
料額から仮徴収分を差し引いた額が、10月・12月・2月の3期に分けて天引き
されます（本徴収）。

仮徴収

4月（1期） 2月（6期）12月（5期）6月（2期） 8月（3期） 10月（4期）

本徴収

第9期第5期第1期 第7期

2月28日10月31日

第4期

3月31日1月30日

第8期

11月30日

第6期

12月31日7月31日

第2期

8月31日

第3期

9月30日

※納期限が土日祝のときは、金融機関の翌営業日
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